
‭　宮崎市ひきこもり支援事業業務委託仕様書‬

‭１　業務の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬
‭宮崎市ひきこもり支援事業‬

‭２　契約期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬
‭令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで‬

‭３　業務の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬

‭　‬‭本事業は、ひきこもり支援のための体制を整備し、ひきこもり状態にある当事者やその家‬
‭族を支援し、ひきこもり状態にある当事者の社会参加を促進し、当事者及び家族の福祉の増‬
‭進を図ることを目的とする。‬

‭４　支援対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬‭　　‬
‭　本事業の対象者は、本市に在住する者であり、義務教育終了後から概ね６５歳までのひ‬

‭　きこもり状態にある当事者及びその家族とする。‬

‭５　前提条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬
‭（１）　新規相談受付件数等について‬

‭契約期間内における新規相談受付件数は３０件／年程度、うち継続支援（令和７年度‬
‭末）の見込み件数は２０件／年程度を想定している。‬

‭（２）　事業の実施場所について‬
‭宮崎市橘通東１丁目５番８号　‬
‭宮崎マンゴーホテル２階２０６号‬
‭※上記物件の賃料、光熱水費等は本市が負担する。実施場所は、受託者の執務スペー‬
‭ス、面談用ブース等があり、本市職員及び「生活困窮者自立相談支援事業」、「生活‬
‭困窮者等就労準備支援事業」、「生活困窮者等家計改善支援事業」の受託者と共有し‬
‭ている。‬

‭（３）　苦情対応‬
‭支援対象者と受託者との間で発生したトラブルの対応については、原則として受託者‬

‭の責任で行うこと。その後、速やかに本業務の責任者より本市への報告を行い、引継ぎ‬
‭を必要とする場合においては直ちに引継ぐこと。‬

‭（４）　信用失墜行為の禁止‬
‭業務を遂行するに当たり、本市の信用を失墜させる行為を行ってはならない。‬

‭（５）　資料等の適正な保管‬
‭個人情報を含む書類については、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第5‬

‭号）に基づき、適切かつ厳重に管理すること。‬
‭（６）　危機管理‬

‭事故や災害、様々な障害等の緊急事態が発生した場合においても、業務の遂行に支障‬
‭を来すことがないよう十分な対応策及び緊急時の体制を整備すること。‬

‭６　業務の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　　　　　‬
‭　‬‭事業内容は、次に掲げるものとする。‬
‭　（１）　ひきこもり相談支援業務（SNSを活用した相談含む）‬

‭　対象者からの電話や来所等による相談に応じ、適切な助言を行うとともに、必要に応‬
‭じて訪問支援、同行支援や、アウトリーチ、手紙等による支援の実施を行う。‬

‭また、対象者の相談内容等に応じて、適切な支援方法について検討を行い、医療、保‬
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‭健、福祉、教育、就労等の適切な関係機関へつなぐとともに、その後も当該機関と情報‬
‭交換を行うことにより、対象者への支援状況を把握し、繋がりつづける支援を行うもの‬
‭とする。‬

‭　　　【オンライン相談について】‬
‭　当事者と繋がりはじめる際の手段として、SNSを活用した相談にも対応する。‬
‭　開始時期及び、相談対応時間については市と協議の上、対応すること。‬

‭ま‬‭た、‬‭SNS‬‭を‬‭活‬‭用‬‭し‬‭た‬‭居‬‭場‬‭所‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭等‬‭の‬‭周‬‭知‬‭に‬‭て、‬‭一‬‭斉‬‭送‬‭信‬‭を‬‭行‬‭う‬‭場‬‭合‬‭な‬
‭どについて、市と協議の上、対応すること。また、相談についてのやりとりの内容‬
‭については市へ定期的に報告するものとする。‬

‭（２）　居場所の提供や当事者会・家族会の開催（いずれか月１回以上、年１４回程　‬
‭　度）‬

‭　　　【居場所の提供】‬
‭　ひきこもり状態にある当事者が、社会参加をするための第一歩となる居場所づくりを‬
‭行う。‬

‭　　　　　なお、当事者が抱える背景や事情は多様であるため、年齢層ごとの集まり、性別ごと‬
‭　　　　の集まり、趣味ごとの集まりなど、各人が参加しやすいものとなるよう、多様な居場所‬
‭　　　　づくりに配慮すること。‬
‭　　　　　居場所の開催回数、場所や日時、概要については市と協議の上、実施すること。‬

‭【当事者会・家族会の開催】‬
‭　　　　　市の担当職員や支援員とともに、当事者同士、家族同士が集まって経験や悩みを共有‬
‭　　　　し合い、不安な気持ちを解消したり、情報交換できる場を設ける。また、ひきこもり状‬
‭　　　　態の経験があるピアサポーターも活用しながら、対象者に向けた情報発信を行う。当事‬
‭　　　　者会・家族会の開催回数、場所や日時、概要については、市と協議の上、実施するこ　‬
‭　　　　と。‬

‭　　（３）　住民向け講演会・研修会の開催（年１回以上）‬
‭　　　　　地域において、ひきこもりに関する理解が深まるよう、住民向けの講演会・研修会を‬
‭　　　　開催する。‬

‭　　（４）　家族会・民間団体等への相談員派遣事業（年４０回程度）‬
‭　　　　　ひきこもり当事者の家族の会及び民間団体等への専門相談員派遣を行う。‬
‭　　　　　支援については、家族会等からの要請に基づき、相談員を派遣し、例会への参加や個‬
‭　　　　別相談を実施するものとする。‬

‭（５）　市、市の他事業、県や他の支援団体、宮崎市ひきこもりネットワーク連絡協議‬
‭　会との連携‬

‭　　　　　対象者の抱える様々な背景や事情に応じて、多様な支援の選択肢を用意できるよう、‬
‭　　　　地域の多様な関係機関と連携して支援を行う。‬
‭　　　　　本市や市の他事業、県や他の支援団体と連携するとともに、宮崎市ひきこもりネット‬
‭　　　　ワーク連絡協議会に参加し、庁内外の支援団体の情報収集や本事業に関する情報発信を‬
‭　　　　行い、支援の際、スムーズに連携が取れるネットワークを構築する。‬

‭（６）　地域の対象者の把握及び支援‬
‭　　　対象者に関わる団体等との情報共有を含め、地域の実態把握に努め、繋がり続け‬

‭　る体制を整える。‬

‭（７）　広報活動‬
‭　　本事業についてチラシやリーフレットを作成するなど、積極的に広報の活動を行‬
‭　う。また、地域の中にある様々な会議を活用し、民生委員児童委員協議会各地区定‬
‭　例会などを活用して、相談窓口や支援に関する広報、周知を行い、支援の入口を広‬
‭　げる。‬

‭（８）　ケース会議の開催‬
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‭　　　対象者に対する支援状況や今後の支援計画等について市担当者と情報共有を図る‬
‭　ため、ケース会議を開催する。‬

‭　また、支援困難ケースや支援方針について協議が必要な場合は、市の他事業者と‬
‭　連携しながら、ケース会議を開催することとする。また、市とともに、宮崎市ひき‬
‭　こもりネットワーク連絡協議会内でのケース検討会議の運営補助を行う。‬

‭　　（９）　定例報告会‬
‭　　　　　事業の進捗状況について、市に対し、毎月事業内容の報告及び必要な事項の協議を‬
‭　　　　行うこととする。‬
‭　　　　　なお、日程については別途調整を図ること。‬

‭　（１０）　その他、市長が必要と認める支援‬

‭７　業務実施体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬
‭（１）　実施日時‬

‭　　ア　実施日‬
‭　　土曜日、日曜日、「国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規‬

‭　　定する休日、年末年始（１２月２９日から１月３日まで）（以下、「休日等」とい‬
‭　　う）」を除く毎日。ただし、本市と受託者の協議により、本業務を要しない日時等‬
‭　　を別に定めることができるものとする。‬

‭　　イ　実施時間‬
‭　　　　　　　午前８時３０分から午後５時１５分までを標準とする。‬
‭　　　　　　　ただし、正午から午後１時までは昼休憩とする。‬
‭　　　　　　　なお、６（４）に定める家族会・民間団体等への相談員派遣事業など、夜間や‬
‭　　　　　　休日の対応が必要となるアウトリーチ活動については、利用者や関係者の状況に‬
‭　　　　　　応じて、標準時間外においても柔軟に対応するものとする。‬

‭（２）　人員構成・配置‬
‭　事業の実施に当たっては、社会福祉士、精神保健福祉士、保健師、公認心理師、臨床‬
‭心理士等の資格を有する者、または、これらの有資格者と同等※の相談業務等を行うこ‬
‭とができる者を以下のとおり配置すること。‬
‭　・統括責任者：１人（常勤）‬
‭　・相談支援員：１人（常勤換算方式）‬
‭　上記２人はひきこもり支援コーディネーターとする。‬
‭　※同等とは市区町村・福祉施設・医療機関・学校・フリースクール等にて過去１年以‬

‭　上、支援の経験がある者とする‬
‭　　　‬

‭（３）　他事業や関係機関との連携‬
‭　受託者は、本市職員と本市が実施する「生活困窮者自立相談支援事業」、「生活困‬
‭窮者等就労準備支援事業」、「子どもの居場所づくり事業」、「生活困窮者等家計改‬
‭善支援事業」の受託事業者、宮崎市ひきこもりネットワーク連絡協議会などと緊密に‬
‭連携し、支援対象者の支援を行うこと。‬

‭８　委託金支払方法等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　‬
‭（１）　業務委託料の支払方法‬

‭　契約額を分割し、「９　報告書等の提出書類」で定めた仕様書に掲げる月次業務報告‬
‭書を確認したうえで、１回／月に分けて支払う。‬

‭（２）　委託対象経費‬
‭前記６に掲げる委託業務を行うために必要な経費。‬
‭・人件費、燃料費、通信運搬費（携帯電話代等）、研修出張費、消耗品費、賃借料‬
‭（パソコンや自動車のリース代）等‬
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‭　　　　　※本市が負担するもの、または受託者に無償貸与するもの‬
‭・受託者の運営等に係る経常的な経費（事務所借上げ料、駐車場料（業務用車両１台‬
‭分）、光熱水費、電話料等）、オンライン相談用の端末（LINEアカウントの作成及‬
‭び管理費用）‬
‭・備品等の財産取得に係る経費（事務机、相談机、椅子、電話機、キャビネット、‬
‭パーテーション等）‬

‭（３）　契約保証金等‬
‭宮崎市財務規則第１０５条の規定による。　‬

‭９　報告書等の提出書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　‬
‭受託者は、「ひきこもり支援事業　仕様書様式集」で定めた報告書等を本市に提出するこ‬

‭と。なお、以下に定めのない事項についても、業務上必要な範囲において協議のうえ、提出‬
‭を求める場合がある。‬

‭10　業務の適正実施に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　　　　　‬
‭受託者は、業務の実施に当たり、次に掲げる条件を遵守すること。‬

‭　　（１）　一括再委託の禁止‬
‭受託者は、本委託業務の全部又は主要な部分を一括して第三者に再委託することはで‬

‭きない。ただし、事業を効率的に実施するうえでやむを得ず事業の一部を第三者へ再委‬
‭託する場合には、事前に本市の承認を得ること。‬

‭　　（２）　情報開示‬
‭本市が受託者に対し、本事業に関する情報の開示を求めた場合には、受託者はこれに‬

‭対応すること。‬

‭　　（３）　調査・検査‬
‭事業費が適正に活用されているかどうかを判断するため、本市が受託者に対し、事業‬

‭に係る各種会計書類等の確認や現地調査を行う場合がある。また、本事業は国の補助事‬
‭業であるため、会計検査院等の監査対象事業となる場合がある。‬

‭11　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　　‬
‭（１）受託者は、本業務の実施に際し、労働関係諸法令その他関係法令を遵守するととも‬

‭に、法令上の全ての責任を負うものとする。‬

‭（２）受託者は、本業務を実施する上で知り得た秘密について、委託期間終了後も含め、‬
‭不当な目的に利用したり、第三者に漏らしたりしてはいけない。また、本業務遂行に‬
‭当たっては、「個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）」、「宮崎‬
‭市情報セキュリティポリシー」（宮崎市ホームページに公開）を遵守すること。‬

‭（３）受託者の責に帰すべき理由により、本市又は第三者に損害を与えた場合には、受託‬
‭者がその損害を賠償すること。‬

‭（４）仕様にない事項又は仕様について生じた疑義については、本市と受託者の双方で協‬
‭議し決定するものとする。‬

‭　　‬
‭　　（５）次年度における業務の引継ぎに関する事項‬

‭契約期間終了後に新受託者に同業務を引き継ぐ必要が生じた場合は、契約期間中に引‬
‭継期間を設け、確実に新受託者に業務を引き継ぐこと。なお、新受託者への引継業務の‬
‭ために必要な経費については、本事業に係る経費の対象外とする。‬
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ひきこもり支援事業　仕様書様式集

様式 名称
作成者および

管理者
提出時期

様式第１号
利用申込申請書
（兼個人情報の共有に関する同意書）

受託者

対象者申込時

様式第2号の１、２
2－1：アセスメントシート
2－2：アセスメントシート（本人記入分）

様式第３号の１、２、３
３－１：月次報告書
３－２：年次報告書
３－３：月次（年次）報告書一覧表

前月分を翌月10日までに
提出

様式第４号 月次（年次）報告書集計表

様式第５号 居場所等　開催報告書

様式第６号 業務日報報告書

様式第７号 支援記録

様式第８号 支援終了報告書

様式第９号 ひきこもり支援事業　業務従事者一覧
実施計画書の提出時に

市に提出

様式第１０号 ひきこもり支援事業　業務従事者変更届
業務従事者の変更時に

事前に（概ね２週間前）市に
提出

様式第１１号 相談員派遣事業　実績表
前月分を翌月10日までに

提出



　私は、宮崎市ひきこもり支援事業の利用を申し込みます。
　また、私の個人情報を含む相談内容について、事業実施に必要な範囲において、宮崎市並びに宮崎市が実
施する各事業の委託事業者及び関係する支援機関、医療機関、ひきこもりネットワーク連絡協議会と共有するこ
とについて、同意いたします。

　

※太線の枠内のみご記入下さい

令和 年 月 日

住所

氏名

電話　　　　　　　　　－　　　　　　　－

（事務局使用欄）

利用者№　　　　　　　　　　　　　　　　

ケース№　　　　　　　　　　　　　　　　

担当ＣＷ　　　　　　　　　　　　　　　　

初回面談予約日時　　　　　　　　　　　　

（様式第１号）

宮崎市ひきこもり支援事業の利用申込申請書
（兼個人情報の共有に関する同意書）



アセスメントシート１（申し込み時の状況） 作成日 　　　年　　月　　日 （様式第２号の１）

相談者の氏名 対象者との関係 係 担当者① 担当者②

ふりがな 性別 生年月日 年齢

氏名

同居家族 有　　・　　無 生活上のキーマン等

診断名 手帳

通院先 稼働能力

就労阻害要因

睡眠

食事

入浴

時間の過ごし方

身だしなみ

交流

外出

最終学歴

学校名等 種類 （卒・退） 通学の状況・特記事項など

職歴（直近のものから）

期間 社名 職務内容 退職理由

①普通自動車免許　　　□有　　□無 目標とする就労形態 就労に際しての特記事項

②

③

【１】基本情報

【２】生活情報

【３】就労情報

住所 　宮崎市 TEL

いつから

不登校（小・中・高・大）　・　受験　・　就職活動　・　職場関係　・　対人関係　・　不明　・　その他

相談経験 有　・　無（相談先　　　　　　　　　　　　　　　　）　　相談した時期（　　　　年　　月）　　支援期間（　　　　　か月／年）

逮捕暦・刺青の有無等

問題行動の有無 家庭内暴力 ・ 物の破損 ・ 暴言 ・ 脅迫行為 ・ 自傷行為 ・ 浪費 ・ その他（　　　　　　）

家族との関係 良好　　・　　険悪　　

生活技能 調理／食器洗い／掃除／洗濯／以前はできたが、今はしない／不明／できない

家族の希望

本人の希望

育ちのエピソード
（特性など）

起床（午前／午後）　　時頃、就寝（午前／午後）　　時頃、昼夜逆転（有・無）　・　不明

　　　　　回/日　　家族と（一緒／別／部屋食）　・　不明

毎日　・　２～３日毎　・　週１回　・　入浴しない　・　不明

テレビ ・ インターネット（PC／タブレット） ・ スマホ ・ ゲーム ・ 音楽 ・ 読書 ・ 不明

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

普通　・　関心がない　・　こだわりがある（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　不明

家族　・　親戚　・　友人　・　メール　・　PC　・　無し　・　その他（　　　　　　　　　）　・　不明

自室から出ない　・　家から出ない　・　近所のコンビニ　・　趣味の用事のみ　・　不明

家族構成

ひきこもりとなった
きっかけや経緯

相談の主訴

病気・障害の有無
（就労阻害要因）

特記事項

家族について

生活状況

社会的資源

※事業の目的を十分に説明し、対象者の同意を得て【2】【3】については本人同意の範囲で記載すること。

※可能な限り多くの項目で本人同意を得ること。得られない項目については斜線を引くこと。



（様式第２号の２）

アセスメントシート２
令和　　　　年　　　　月　　　　　日

氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※下記の質問項目にお答え下さい。

項　目 回　答

①
　
日
　
常
　
生
　
活

１.起床時間は何時ですか？ 午前・午後　　　　時　　　　　分

２.就寝時間は何時ですか？ 午前・午後　　　　時　　　　　分

３.食事は１日何回食べますか？ 　　　　　回

　　何時に食べますか？ 朝：　　時／昼：　　時／夜：　　時

４.調理について １.する　２.時々　３.しない

５.掃除について １.する　２.時々　３.しない

６.入浴について 週　　　　　　回

７.普段移動する際の交通手段は何ですか？
１．自家用車　２．自転車　
３．公共交通機関　４．徒歩　
５．その他（　　　　　　　　　　　　）

８.計画的にお金を使うことが出来ますか？ １.できる　２.時々　３.できない

９.今一番困っていることはなんですか
　（特にない場合はないと記載してください）

②
　
社
　
会
　
生
　
活

１.コミュニケーションについて

１.多くの人ととりたい
２.苦手意識があるが、とりたい
３.自分から話すのは難しい
４.できればとりたくない
５.その他
（　　　　　　　　　　　　　　　）

コミュニケーションについて２～４を選んだ方にお聞きします。どんなところに苦手意識がありますか？

□　その場に応じた会話ができない、何を話せばよいかわからなくなる
□　相手やその場に応じた言葉遣いが苦手
□　相手の話に関心が持てない
□　目を見て話すことが苦手
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

現在、外出しますか？（夜間でも） １.する   ２.時々   ３.していない

当センターでどのようなことをしたいですか？

③
　
こ
れ
か
ら

１．好きなことや興味のあること、あったことは何ですか（少しある程度でも良いです）

　読書　・　映画鑑賞　・　スポーツ観戦　・　スポーツ　・　図書館　・　動物　・　動物鑑賞
　散歩　・　ネットサーフィン　・　アニメ　・　漫画　・　車　・　バイク　・音楽　・　ラジオ
　料理　・　工作　・　DIY　・　手芸　・　雑誌　・　コーヒー　・　紅茶　・　海　・　山　・　川
　絵を描くこと　・　絵をみること　・　買い物　・　陶芸　・　囲碁　・　将棋　・　花　・　手芸
　ファッション　・　電子機器　・　掃除　・　片付け　・　食器　・　新聞　・　情報収集
　自転車　・　手品　
　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他センターに望むこと（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　



（様式第3号1）

課長 課長補佐
重層的支援推進室

室長 係員 担当

宮崎市長殿

所在地

【１】今月の支援登録者数

　相談件数 件

　新規申込件数 件

　延べ支援件数 件

　支援終了件数　 件

【２】今年度の支援登録者数

　新規申込件数　 件

　支援終了者数（総数） 件

　支援登録者数 件

【３】前年度以前からの継続支援者数

昨年度の継続支援登録者数（４月１日時点） 件

今月終了件数 件 今年度終了件数 件 

【４】報告事項・委託業務運営上の課題、改善方針等

　
　
月
　
日

事業者名
役職・代表者氏名

ひきこもり支援事業　委託業務　月次報告書

【令和　　年　　月分】



（様式第3号2）

課長 課長補佐
重層的支援推進室

室長 係員 担当

宮崎市長殿

所在地

【１】今年度の支援登録者数

　相談件数 件

　新規申込件数 件

　延べ支援件数 件

　支援終了件数　（総数） 件

　支援登録者数　（総数） 件

【２】今年度（新規）の支援登録者数

　新規申込件数　 件

　支援終了者数 件

　支援登録者数 件

【３】前年度以前からの継続支援者数

昨年度の継続支援登録者数（４月１日時点） 件

今年度終了件数 件

【４】報告事項・委託業務運営上の課題、改善方針等

　
　
月
　
日

事業者名
役職・代表者氏名

ひきこもり支援事業　委託業務　年次報告書

【令和　　年度】



令和　年度　ひきこもり支援事業月次報告書　支援者一覧表

支援番号
単
自
生

氏名（当事者） 年代
相談者 初回相談

支援終了
氏名 年代 続柄

期間 申込
（同意）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
※ 単＝ひだまり単独相談者、自＝自立支援相談者、生＝生活保護受給者

面談 電話 LINE メール その他



ひきこもり支援月次報告書（集計表） （様式第4号）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度

単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計 単 自 生 計

１．相談件数

１－１．申込件数

１－２．申込無

２．初回相談（実人数）

２－１．面談

２－２．電話

２－３．SNS

２－４．メール

２－５．その他

３．支援終了件数

うち
　　３－１．他機関への繋ぎ終了件数

うち
　　３－２．改善による支援終了件数

　　３－３．その他

４．延べ支援回数

内
訳

面談・カウンセリング

同行

訪問

電話相談

SNSでのやり取り

手紙

関係機関との打ち合わせ・情報共有

５．居場所への参加人数

６．その他家族会等の参加人数



（様式第5号）

日付

担当

開催日時 開催場所

参加世帯数 参加人数 新規参加者数

■

ひきこもり支援
課長 課長補佐

重層的支援推進室

月
　
日

統括 担当者 室長 係員 担当

ひきこもり支援事業　居場所等　開催報告書

■基本情報

■報告書

行ったこと



（様式第6号）

■勤務状況

日報 日付 日付 日付 日付 日付

統括
（氏名）

午前

午後

職員
（氏名）

午前

午後

■今週の参加状況

支援メニュー
予約者 対応者

単独 自立 生保 単独 自立 生保

面談

同行

訪問

電話・SNS相談

居場所

協議・ケース会議

業　務　日　報　　令和　　　年　　　月　　　日　～令和　　　年　　　月　　　日



（様式第7号）

利用開始日 氏名 性別 年齢 ケース番号 担当者

要因 支援方針 終了目標時期

日付
曜
日

内容又は場所 内容詳細 記入者

●評価 （評価内容）

利用者番号
ひきこもり支援

課長 課長補佐
重層的支援推進室

月
　
日

統括 担当者 室長 担当

支援記録

■基本情報

■支援記録

時間
（　　：　　～　　：　　）

※「評価」の欄には、支援内容を踏まえ、支援者としての今後の対応方針や所見を記載。



（様式第8号）

作成日 令和 年 月 日 担当者

申込日 氏名 性別 年齢 ケース番号 係 担当ＣＷ

支援終了月 令和 年 月 今後の方向性

詳細

【１】上記の方向性が適当と考えられる理由

【２】現在の状態

【３】今後の支援に際しての留意点（配慮が必要な事柄、本人の強みなど）

利用者番号
ひきこもり支援

課長 課長補佐
重層的支援推進室

月
　
日

統括 担当者 室長 担当

ひきこもり　支援終了報告書

１．今後の方向性について

２．評価

■基本情報



(様式第９号)

令和 年 月 日

 宮崎市長  殿

所在地

役職・代表者氏名

　　本業務における業務従事者を以下のとおり配置します。

職名（担当業務名） 業務従事者氏名 備考（主な資格・経歴等）

事業者名

ひきこもり支援事業　業務従事者一覧



(様式第10号)

令和 年 月 日

 宮崎市長  殿

所在地

役職・代表者氏名

　　本業務における業務従事者を以下のとおり変更します。

変更予定日：令和　　　年　　　月　　　日

（現）業務従事者氏名 （新）業務従事者氏名 備考（主な資格・経歴等）

事業者名

ひきこもり支援事業　業務従事者変更届



令和　年度　相談員派遣事業　実績表

派遣回数 日付 時間 派遣先（団体名等） 派遣場所
人数

派遣内容
参加者 講師

相談員

例 10月23日 9:00~10:00 楠の会 市民プラザ 18 1 定例会出席
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

29

30

31

32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50


